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　私たちは、地域・社会共通の価値創造の観点に立った行動が企業の中長期的な価値の向
上につながる点をより一層認識し、自然共生社会の構築に向けて、自発的かつ着実に取り
組む。
　生物多様性との関係性・関わり方は、業種・業態や地域によって異なることから、多様
なアプローチによって実践する。

＜ 行 動 指 針 ＞
３－１　�自らの事業活動による生物多様性への影響の把握・分析・評価を行ったうえで、

原材料調達、設計・製造・組立、輸送、製品販売・サービス提供、廃棄・リサイ
クルなどの各段階において、生物多様性保全と持続可能な利用に貢献する。

３－２　�生物多様性の保全や持続的利用に寄与する技術の開発・利活用・普及に努める。
３－３　�生物多様性保全に資する取組みは現地での実践活動が基本である。生物多様性の

経済的評価に基づく取引や代償（オフセット）手段の利用をせざるを得ない場合
には、地域のステークホルダーとの対話を重視するとともにその実効性を見極め
るなど、安易な手法に陥らないよう留意する。

３－４　�自らの事業活動とは関係性が見出しにくい場合でも、基金等への寄付や従業員等
の活動支援など、社会的価値の創造につながる活動、社会貢献活動として、自主
的かつ積極的に取り組み、SDGs に貢献する。

3生物多様性に資する行動に自発的かつ着実に取り組む

自主的取組み

　私たちは、気候変動対策や資源循環対策等が自然共生社会の構築に密接に関連すること
を認識し、低炭素・脱炭素化、資源循環、生物多様性保全などの幅広い環境活動が、事業
活動の中に取り込まれた「環境統合型経営」を推進する。

＜ 行 動 指 針 ＞
４－１　�低炭素社会の実現に向けて、地球規模での温室効果ガス排出削減に自主的かつ積

極的に取り組む。
４－２　�循環型社会の形成に向けて、廃棄物等の適正処理を徹底するとともに、自主的か

つ積極的に、3R（リデュース、リユース、リサイクル）に取り組む。

4 環境統合型経営を推進する

環境統合型経営
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　私たちは、自然に対する畏敬の念や、伝統的に培われてきた自然と共生する知恵と自然
観を尊重し、各地域の自然資本を活かしながら、地域の豊かな暮らしの実現と災害に強い
国土の強靭化に貢献する。

＜ 行 動 指 針 ＞
５－１　�生態系が有する機能を活かした防災・減災対策等への理解を深め、安全・安心な

地域づくりに貢献するよう努める。
５－２　�地域固有の自然資本が有する機能を活用し、地域の創生に貢献する。
５－３　�都市や一部の里地里山に代表される、既に自然の恵みが損なわれている国内外の

地域において事業活動を行う場合には、生物多様性の回復を促すよう努める。

5自然への畏敬の念を持ち、
自然資本を活用した地域の創生に貢献する

自然資本を活かした地域の創生

　私たちは、生物多様性への取組みをより実効あるものにするため、国内外のあらゆる関
係者との間で生物多様性に関する認識の共有を図り、連携・協働によって知見やノウハウ
の向上・共有・活用に努める。

＜ 行 動 指 針 ＞
６－１　�国内外の NGO、教育・研究機関、地方自治体、事業者等との間で、コミュニケー

ションの拡充やプロジェクト等の連携・協働に努める。

6 国内外の関係組織と連携・協働する

パートナーシップ
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　私たちは、生物多様性に関する深い認識のもと、社会とのコミュニケーションを図りつ
つ、率先かつ継続的に人材育成に取り組む。また、人材育成を通じて、社会全体の生物多
様性への意識の向上、生物多様性の主流化に努める。

＜ 行 動 指 針 ＞
７－１　�従業員を対象とする自然環境教育を、地域社会や NGO 等と連携して、積極的

に実施する。
７－２　�地域住民をはじめとするステークホルダーを対象とした環境教育を実施するとと

もに、学校教育や NGO 等が行う教育活動に協力することにより、生物多様性
を育む意識を広く社会全体に普及する。

　私たちは、生物多様性が持続可能な社会にとって重要な基盤であることをより深く認識
し、国際社会の一員として、すべての人々との間で役割と責任を分かち合い、連携・協力
して、生物多様性に資する行動をより一層推進し、「自然共生社会の構築を通じた持続可
能な社会の実現」を目指すことをここに宣言する。

7生物多様性を育む社会づくりに向け、
環境教育・人材育成に率先して取り組む

環境教育・人材育成
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